
受
け
た
。

防
犯
栄
誉
金
章
は
防
犯
功
労
表
彰
最
上

位
の
も
の
で
あ
り
、
岩
手
県
か
ら
は
唯
一

人
の
受
賞
で
あ
っ
た
。

近
藤
氏
は
教
員
時
代
か
ら
防
犯
に
積
極

的
に
参
加
・
協
力
し
て
き
た
。
子
供
た
ち

を
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
リ
ー
ダ
ー
や

県
防
犯
協
会
連
合
会
副
会
長
も
務
め
た
。

現
在
は
、
気
仙
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
副

会
長
、
大
船
渡
市
防
犯
協
会
連
合
会
副
会

長
を
務
め
る
。

歳
に
な
る
い
ま
も
毎
朝
、

83

自
宅
近
く
の
旧
大
船
渡
市
農
業
協
同
組
合

末
崎
支
店
前
の
三
叉
路
に
立
ち
、
登
校
す

る
子
供
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
。

近
藤
氏
は
、
こ
の
た
び
の
受
賞
に
あ
た

っ
て
「
長
い
間
、
こ
う
し
て
防
犯
活
動
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
多
く
の
方
々
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

末
崎
小
学
校
（
校
長
小
石
敦
子
、
生
徒
数

人
）
は

月

日
、
こ
い
の
ぼ
り
大

1
4
1

10

3

運
動
会
を
開
催
し
た
。

令
和

年
度
の
児
童
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

2

「
一
致
団
結
、
楽
し
い
運
動
会
」。
1
7

匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
そ
の
下
で
、

5

人
の
子
供
た
ち
が
赤
白
に
分
か
れ

1
4
1

競
技
種
目
に
躍
動
し
た
。

12
末
小
こ
い
の
ぼ
り
大
運
動

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

ど
ん
な
症
状
が
起
こ
る
か
と
い
う
と

（
中
核
症
状
）

記
憶
障
害

1
新
し
い
体
験
の
記
憶
や
、
知
っ
て
い

る
は
ず
の
記
憶
の
呼
び
覚
ま
し
が
困

難
に
な
る
障
害
。

実
行
機
能
障
害

2
旅
行
や
料
理
な
ど
計
画
や
手
順
を
考

え
、
そ
れ
に
そ
っ
て
実
行
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
る
障
害
。

見
当
識
障
害

3
時
間
、
日
付
、
季
節
感
、
場
所
、

人
間
関
係
な
ど
の
把
握
が
困
難

に
な
る
障
害
。

理
解
・
判
断
力
の
障
害

4

つ
以
上
の
こ
と
の
同
時
処
理

2や
い
つ
も
と
違
う
些
細
な
変
化

へ
の
対
応
が
困
難
に
な
る
障
害
。

（
行
動
・
心
理
症
状
）

妄
想
、
幻
覚
、
攻
撃
的
な
言
動
、

徘
徊
、
無
気
力
、
睡
眠
障
害
、

便
を
い
じ
る
な
ど
排
泄
の
混
乱
、

過
食
な
ど
食
行
動
の
混
乱
な
ど
で

あ
る
。

認
知
症
は
早
期
発
見
が
大
切

早
期
に
発
見
し
て
適
切
な
対
処
を

す
れ
ば
、
そ
の
人
ら
し
い
充
実
し

た
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
わ
れ
る
。

認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
専
門

医
に
行
き
、
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

★
秋
季
体
育
協
会
杯

大
会
結
果

GG

末
崎
体
育
協
会
（
会
長
村
上
義
孝
）

主
催
に
よ
る
秋
季
末
崎
体
育
協
会
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、

月
10

日
、
小
細
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

18場
に
て
開
催
さ
れ
た
。
快
晴
の
も
と

人
の
参
加
者
が
競
技
に
臨
ん
だ
。

29結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

優

勝

澤
下
日
出
子

打
③

54

準
優
勝

佐
藤

優
子

打
①

62

第
三
位

澤
下

隆

打
62

★『
末
崎
名
画
劇
場

＋
お
茶
っ
こ
会
』
の
お
知
ら
せ

日

時

月

日(

土)

11

7
：

～

：

13

30

15

30

場

所

居
場
所
ハ
ウ
ス

上
映
作
品

「
山
懐
に
抱
か
れ
て
」

参
加
無
料

気
仙
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
副
会
長

の
近
藤
均
氏
（
神
坂
）
は
、
こ
の
た
び

警
察
庁
長
官
・
全
国
防
犯
協
会
連
合
会

会
長
連
名
表
彰
の
防
犯
栄
誉
金
章
を
受

賞
し
た
。
多
年
に
わ
た
り
地
域
安
全
活

動
に
尽
力
し
、
安
全
で
安
心
な
街
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
全
国
表
彰
と

な
っ
た
。

東
京
の
明
治
記
念
館
（
港
区
元
赤
坂
）

で

月

日
に
行
わ
れ
た
「
令
和

年

9

24

2

全
国
地
域
安
全
運
動
中
央
大
会
」
で
表

彰
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
か
ら
出
席

せ
ず
、
こ
の
た
び
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ

た
県
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
な
ど
が
主
催
す
る

「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
大
会
」
に
お
い

て
岩
手
県
警
察
本
部
長
よ
り
表
彰
伝
達
を

 

末崎町の石碑・祠・神社(38)
経塚について ～ その 1

(1) 経塚(きょうずか)とは
末法(まっぽう)思想に基づき、将来のために経文を筒に入れて

腐らないように密封し、土中に埋めその上に塚を築いたものです。
この末法思想とは、お釈迦様が入滅後、時代が進むにつれて仏

法が次第に衰えて、無法の時代になる、という考えです。その時
のために、経文を土中に埋めて後世に残そうとしたものです。
末法の時代とは、お釈迦様が亡くなってから 2000 年後で、西

暦に合わせると 1052 年とされ、平安時代後期にあたります。ち
ょうどこの頃日本は、政治が乱れ戦乱が続き、加えて飢餓、災害、
疫病等であれに荒れたので、本当に末法の時代になったと思い経
塚を造ったと言われています。
ただし、世の中が平穏になってくると、末法思想がうすれ極楽

往生や追善供養、あるいは地鎮等のものも現れ、形も前回掲載し
た一字一石塔に変わったものもあると言われています。
(2) 末崎町には一か所だけある
所在地 大船渡市末崎町中森 熊野神社裏の 杉林の中
建立年月日 安政 3年８月(1856年)

(3) 説明
① 大船渡市史第五巻Ｐ 447には、次のように載っている
泊里熊野神社の御神体と共に松島の福浦島から船に積まれて

はるばるこの地に流れ着いた宝物の一部、多分経文その他のも
のであろうと想像されるが、この石の下に埋められてある、と
いうのが伝説である。経塚と呼びならしてあり､ 3m 四方位に
石垣をめぐらしその中に埋めてあるという。(紀)

熊野神社裏の経塚 2008年 11月撮影

防
犯
栄
誉
金
章
を
受
賞

運
動
会
の
幕
開
け
は
、
赤
組
白
組
の
応
援

合
戦
。
赤
白
そ
れ
ぞ
れ
の
応
援
団
長
の
も

と
一
丸
と
な
っ
た
応
援
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
競
技
は
各
学
年
の
徒
競
走
か
ら
始
ま

っ
た
。

・

年
生
は

ゴ
ー
ル
め
ざ

1

2

50
m

し
て
一
直
線
、
元
気
い
っ
ぱ
い
。

・

年

3

4

生
は

、
カ
ー
ブ
に
も
初
挑
戦
、
懸

1
0
0
m

命
に
走
っ
て
い
た
。

・

年
生
は
、
上
級

5

6

生
だ
け
あ
っ
て
伸
び
伸
び
と
走
っ
て
い
た
。

団
体

・

年
の
曲
に
合
わ
せ
て
の
玉
入
れ

1

2

は
い
い
ア
イ
デ
ア
で
子
供
た
ち
も
楽
し
そ
う

に
や
っ
て
い
た
。
表
現
の
紅
蓮
華
、

・
1

2

年
生
も
し
っ
か
り
リ
ズ
ム
に
乗
り
上
手
に
お

ど
っ
て
い
た
。
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
。
末

小
ソ
ー
ラ
ン
は
、
さ
す
が
上
級
生
、
一
糸
乱

れ
ぬ
演
舞
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
感
動
し
た
。

最
後
の
紅
白
リ
レ
ー
は
手
に
汗
を
握
る
も
の

で
あ
っ
た
。
第

回
目
の
応
援
合
戦
も
子
供

2

た
ち
は
体
全
体
を
使
い
、
声
を
か
ら
し
て
の

応
援
を
見
せ
て
く
れ
た
。
子
供
た
ち
の
底
知

れ
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
た
。閉
会
式
で
は
、

疲
れ
も
見
せ
ず
、ど
の
子
も
自
分
自
身
に「
今

日
は
が
ん
ば
っ
た
ぞ
」、「
が
ん
ば
れ
た
の
も
、

あ
な
た
の
お
か
げ
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。

こ
の
運
動
会
で
、
な
に
よ
り
も
感
心
し

た
の
は
、
上
級
生
が
常
に
下
級
生
を
見
守
り

な
が
ら
、
や
さ
し
く
導
い
て
い
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
本
当
に
思
い
や
り
の
あ
る
素
晴
ら
し

い
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
運

動
会
で
あ
っ
た
。

認
知
症
は

歳
以
上
人
口
に
お
い
て

70

番
目
に
多
数
を
占
め
る
障
害
疾
患
で

2あ
る
。
全
世
界
で

万
人
が
認

3
5
6
0

知
症
を
抱
え
て
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

そ
の
経
済
的
コ
ス
ト
は
、
全
世
界
で
毎

年

～

兆
米
ド
ル
以
上
と
さ
れ
る
。

0.5

0.6

患
者
は
毎
年

万
人
ず
つ
増
加
し

7
7
0

て
い
る
。

日
本
も
平
均
寿
命
は
毎
年
延
び
つ
づ

け
て
い
る
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
だ

が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
認
知
症
に
な
っ
て
い

る
人
も
増
加
し
て
い
る
。

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳

の
働
き
が
悪
く
な
っ
て
記
憶
力
や
判
断
力

な
ど
が
低
下
し
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

に
支
障
が
で
る
状
態
を
い
う
。
現
在
の
医

学
に
お
い
て
、
認
知
症
を
治
療
す
る
方
法

は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

岩
手
西
北
医
師
会
認
知
症
支
援
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
こ
ん
の
神
経
内
科
・
脳

神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
紺
野
敏
昭
先
生

の
認
知
症
講
演
会
が

月

日
、
大
船
渡

9

27

市
民
文
化
会
館
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。
認
知
症
は
認
知
機
能
低
下
を
基
盤
と

し
た
生
活
障
害
で
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
進
行

す
る
。
予
防
す
る
薬
も
な
い
が
皆
が
認
知

症
と
い
う
も
の
を
知
り
、
ま
わ
り
で
、
社

会
で
支
え
て
い
け
ば
か
な
り
改
善
さ
れ
る

認

知
症

に
関

心
を
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